原詩；　　「　ぼくのいぬ　」　　　　　　　作詞；作曲　

万年少年　

1. 　　　僕の犬は　とても　かわいい

お手やおすわりも　できるんだ

世界一の　かわいい犬さ

2. 　　　僕の犬は　とても　優しい

のらねこに　エサを　取られても

黙って　そばで見てるんだ

3. 　　　僕の犬は　とても　小さい

ママと一緒に　連れてきた

うぶげ立てて　ふるえているよ

4. 　　　僕の犬は　とても　おくびょう

大きな犬に　わん！と　吠えられ

僕のうしろに　逃げ込むんだ

5. 　　　僕の犬は　とても　おかしい

しっぽ振って　ほほ　すりよせて

スリッパくわえて　回るんだ

6. 　　　僕の犬は　とても　お利口
ハムやトンカツを　隠しても

鼻を鳴らし　見つけてくるよ
7. 　　　僕の犬は　とても　若い

メス犬が　いつも　やって来て

一緒に　並んで　駆けてゆく

8. 　　　僕の犬も　年を取った

おやつ　食べて　寝ているばかり

デブになって　ヨタヨタ　歩く

9. 　　　僕の犬は　天に昇り

遊ぶことも　出来なくなった

だけど　僕の心に居るよ

１０．　それからまた　犬を飼った

　　　　　　今度もまた　前と同じで

　　　　　　鼻の黒い　小さな　犬さ

　　　　　　大切な　僕の　友達さ

　　　　　　世界一の　かわいい犬さ

　　　　　　世界一の　かわいい犬さ　　
